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１ 

 

 
 
 

日
本
共
産
党
に
つ
い
て
の
政
府
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

日
本
共
産
党
に
対
す
る
岸
田
内
閣
の
見
解
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

令
和
三
年
九
月
十
四
日
、
加
藤
勝
信
官
房
長
官
（
当
時
）
は
記
者
会
見
に
お
い
て
、
政
府
と
し
て
は
日
本
共
産
党
の
い
わ

ゆ
る
「
敵
の
出
方
論
」
に
立
っ
た
暴
力
革
命
の
方
針
に
変
更
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
旨
、
及
び
志
位
氏
の
発
言
に
よ

っ
て
政
府
の
認
識
は
何
ら
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
発
言
し
て
い
る
。
日
本
共
産
党
の
「
敵
の
出
方
論
」
に
立
っ
た
「
暴

力
革
命
の
方
針
」
に
変
更
が
な
い
と
い
う
見
解
は
、
岸
田
内
閣
に
お
い
て
も
変
わ
り
は
な
い
か
。 

二 

警
察
庁
が
平
成
十
六
年
に
発
行
し
た
「
焦
点
」
第
二
六
九
号
（
警
備
警
察
五
十
年
～
現
行
警
察
法
施
行
五
十
周
年
記
念
特

集
号
～
）
の
記
事
に
つ
い
て 

 

１ 

日
本
共
産
党
が
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
暴
力
的
破
壊
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
「
白

鳥
警
部
射
殺
事
件
」
（
昭
和
二
十
七
年
一
月
）
、
「
大
須
騒
擾
事
件
」
（
昭
和
二
十
七
年
七
月
）
の
判
決
で
も
認
定
さ
れ

て
い
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
事
実
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
岸
田
内
閣
に
お
い
て
も
変
わ
り
は
な
い
か
。 

 

２ 

平
成
十
六
年
一
月
改
定
の
日
本
共
産
党
綱
領
に
お
い
て
、
民
主
主
義
革
命
か
ら
引
き
続
き
社
会
主
義
革
命
に
至
る
と
い

う
「
二
段
階
革
命
」
方
式
、
統
一
戦
線
戦
術
と
い
っ
た
現
綱
領
の
基
本
路
線
に
変
更
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
「
敵
の
出
方



 

２ 

 

論
」
に
立
つ
同
党
の
革
命
方
針
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。
岸
田
内
閣
に
お
い
て
は
、

令
和
二
年
一
月
改
定
の
日
本
共
産
党
綱
領
に
関
し
て
も
同
様
の
認
識
か
。 

三 

岸
田
内
閣
に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
に
つ
い
て
破
壊
活
動
防
止
法
に
基
づ
く
公
安
調
査
庁
の
調
査
対
象
団
体
と
し
て
い
る

こ
と
、
及
び
警
察
庁
が
日
本
共
産
党
の
動
向
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


